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令和 8 年度 学校法人別府大学 事業計画 
 

学校法人別府大学は、建学の精神に則り、第 3 期中期計画（令和 4 年度〜令和 8 年度）に基づき、
地域に密着した学園づくりと、地域社会に貢献する人材の育成および研究を推進してまいりました。
あわせて、安定した学校経営を維持するための経営基盤の強化にも注力しております。 

昨今の私立学校を取り巻く環境は一段と厳しさを増しており、本年度は少子化の加速により大学
進学者が減少に転じる、いわゆる「大学の 2026 年問題」の大きな転換点とされています。当法人
は、将来にわたり健全かつ安定した財務状況を維持するため、令和 6 年 12 月に策定した「学校法
人別府大学経営改善戦略 2029」を着実に遂行いたします。 

本年度、大学においては「公益財団法人日本高等教育評価機構」、短期大学部においては「一般
財団法人大学・短期大学基準協会」による、7 年周期の機関別認証評価の受審に向け万全を期しま
す。また、認証評価の結果を反映させた「第 4 期中期計画」の策定や、高等学校における授業料実
質無償化への対応も喫緊の課題となります。 

さらに、本年度は第 3 期中期計画の最終年度にあたります。これまでの 4 年間の成果と課題を精
査し、諸計画の完遂に向け、令和 8 年度の事業計画を次のとおり定めます。 

 
Ⅰ 別府大学、別府大学大学院及び別府大学短期大学部の計画 

１ 教育力の強化 
（１）教育の質保証 

［中期計画］ 
アセスメントの方法確立に取り組むとともに、アセスメント結果に基づき、教育の改革・改善、

さらにはディプロマ・ポリシー（DP）、カリキュラム・ポリシー（CP）見直しに結びつけることで、
内部質保証システムの好循環を確立する。 

［令和８年度事業計画］ 
大学 
①第 4 期認証評価に向けてアセスメント・ポリシーの見直しを実施する。 
②汎用力を向上させるべく GPS アカデミックの実施時期の検討を実施する。 
③DP,CP に基づき、教養科目の見直しを図る。 
短大 
①アセスメント作業の効率化を検討する。 
②第 4 期認証評価に向けてアセスメント・ポリシーの見直しを実施する。 
③汎用力に関するルーブリック評価の充実を図る。 

 
（２）授業内容・方法の改善 

［中期計画］ 
DP、CP を確実に履行するため、授業改善に向けた FD/SD 活動を実施する。また、多様な学生

への教育的配慮、ICT や DX の浸透に伴う社会の変化に対応するため、多面的な視点から FD/SD
活動を行うことで教育及び教育体制の改善を図る。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①授業改善のための FD およびアセスメントに関する理解を深め、改善に結びつけるための FD 研

修会を実施する。 
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大学 
①授業改善およびアセスメントに関する FD 研修会を年間３回程度実施する。 
短大 
②短大単独の FD 研修会は 4 回程度実施する。 
「授業改善のための取組ア︓授業評価アンケートの説明と実施結果の考察、イ︓授業公開、前後期
に計画的に行う（３年で１回程度公開）」、「GPS-Academic の結果からの考察」、「授業改善」
「シラバス作成・DP との関係の説明、ルーブリック評価の推進」等 

 
（３）教養教育改革と専門教育改革 

［中期計画］ 
教養教育の目標を STEAM 教育、全人教育の観点から再設定し、教養教育科目の見直しを行う。

また、教養教育と専門教育の役割、バランスを再検討し、専門科目を含む教育課程全体の最適化を
図る。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①全学教育カリキュラム検討委員会において、大学・短大で共通で実施する教養教育および初年次

教育について教育内容・教育方法の標準化を議論し、効果的・効率的な教養教育改革を進める。 
大学 
①教養科目のコアと科目内容の見直しを行う。その際に STEAM 教育や文化・芸術、DX なども考

慮する。 
短大 
①STEAM 教育及び全人教育の観点から、教養教育科目や履修方法について、学生の履修状況に基

づき分析する。 
②数理・データサイエンス教育における「応用基礎レベル」履修者増を図る。 

 
（４）初年次教育の改善 

［中期計画］ 
教務、学生支援、高大接続、進路指導が一体となって、新入生にとって満足度の高い初年次教育 

プログラムを確立し、全学共通で実施する。 

［令和８年度事業計画］ 
大学 
➀初年次における導入演習と基礎演習の改善を検討する。 
短大 
①初年次教育効果調査を実施し、その結果に基づいた教育改善を行う。 
②学習意識・学習習慣に課題を抱える学生の状況を把握し、学生支援センターと情報を共有する。 

 
（５）修学指導の充実 

［中期計画］ 
学生の相談内容や対応状況、学業の状況、生活状況、課外活動の状況等を把握・共有できるシス

テムと学生の自己点検・自己評価体制を確立し、学生の人間成長実感率を向上させるような修学指
導を充実させる。また、退学防止、資格取得なども含めた総合的な学修支援のための学修支援セン
ターを設置する。 
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［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①全教員がポートフォリオ学修支援システムを活用し、主体的な学修支援を行う。 
②学期ごとに学生指導マニュアル掲載の「学生指導の共通指針」に沿って、学修支援ツールを活用

し、学生の個別面談と支援・指導の必要な学生の重点的指導を行う。また、指導結果の支援ツー
ルへの早期入力率の向上および学生支援センター等との情報共有に継続的に取り組む。 

大学 
①学生総合支援機構を中心に、全学生に対するエンロールマネージメントのシステムを整える。 
②「ポートフォリオ学修支援システム」への学生入力の早期化を推進する。 
短大 
①学生の学業状況、生活状況、課外活動の状況などに関する「ポートフォリオ学修支援システム」

への入力率を 75％以上とするよう指導を行う。 

 
（６）国際化への対応 

［中期計画］ 
学生に海外留学・海外研修等の機会を提供するとともに、留学生との交流促進、海外とのオンラ

インなど多様な方法を活用した研修や交流を通して学生の国際感覚を養う。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①協定校の海外留学プログラムへ 5 名以上の学生を派遣し、学生の語学習得への関心を高め、異文

化理解および国際交流の機会を提供する。 
②国際交流、異文化理解、外国語の学習に関心のある学生の裾野を広げるため、多様なワークショ

ップを設け、留学や海外体験などに関する学内外の情報の発信をする。 
③SIPS（文科省・JASSO による留学促進プラットフォーム）の学生リーダーの活動の活性化を継

続させる。 
 
（７）教職課程の充実 

［中期計画］ 
教職課程の教育体制を整備・強化するため、教職支援センターを設置し、教員の資質向上、卒業

生のネットワーク強化、教員志望学生の指導充実などを行う。 

［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①教職支援センター設置に向け、センターの組織および機能・役割などを検討する。 
②R6 年度に作成した自己点検評価をもとに、教職課程の改善に努める。 
③教職課程の質保証のための FD/SD 研修会を１回以上実施する。 
大学 
①大学教職課程委員会を年間６〜７回開催し、新しい教育課程のカリキュラムを十分に踏まえつ 

つ、各学科と情報並び認識の共有を図るとともに教務委員会との連携も図る。 
②教職に係る科目の令和 9 年度における時間割の在り方を検討・計画する。 
③教職課程の自己点検評価を行い、報告書を作成する。 
短大  
➀教職課程の自己点検・評価を実施し、報告書を作成する。 
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２ 学生支援力の強化 
（１）学生指導、学生相談の充実 

［中期計画］ 
学生指導ツールや学生相談室の充実・活用を図り、学生の諸問題に迅速かつ総合的にワンストッ

プで対応する体制（学生支援センター）を設置し、個々の学生に応じたサポート体制を拡充して学
生の修学意欲向上と中途退学率の減少に取り組む。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①ポートフォリオ学修支援システムや面談記録を有効に活用しながら、学生の生活指導に活用して

いく。そのための教員間の情報共有や学科での対応について検討する。 
②学生総合支援機構のもとで、学生支援センターや学科等と協力し、学生の支援ニーズに適切かつ

迅速に対応する。 
③学生の生活指導等のため、各種講演会を１回以上企画・実施する。学生支援センター、学科、事

務局との情報共有の場を定期的に設ける。連携の実践例に関する FD/SD を 1 回以上企画、実施
する。 

 
（２）学生生活環境の整備 

［中期計画］ 
適宜、アンケート調査などを実施して学生からの要望を幅広く収集し、学習・生活環境改善に活

用して学生満足度をあげ、中途退学率の減少に取り組む。 

［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①大学における学生支援の在り方を検討し、学生目線に立った施策を実施していく。 
②学生意見箱、学生が参画する点検評価会議・FD 会議、学生満足度調査、あるいは Google Forms

や Moodle の掲示板などを活用して、学生の大学に対する意見や要望を把握し、それへの適切な
対応を検討・実施して、学生の満足度が向上するよう努める。 
 
（３）奨学制度（在学生採用）の創設 

［中期計画］ 
入学後の奨学金制度等の充実は学力優秀でありながら経済的事情で中途退学する学生を減らす

ために必要不可欠である。高等教育等修学支援新制度の条件に該当しない環境の学生支援、成績優
秀者の進学支援なども含め、在学生に対する奨学制度の拡充を図る。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①成績優秀奨学金制度の円滑な実施を継続する 

 
（４）留学生支援の充実 

［中期計画］ 
留学生教育について全学的な理解を深め、関連部署との連携を図る。留学生に対する交流イベン

ト、学習・生活相談、留学生後援会等の充実を図り、留学生が充実した学生生活を送ることができ
るよう支援を強化する。 
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［令和８年度事業計画］ 
大学 
①中期計画の最終年度であることから、過去５年間の留学生に関するデータを作成し総括する。 
②留学生が、日本の文化や歴史を体験的に学び、オフキャンパスを充実させられるような企画の情

報を収集・発信する。留学生と日本人学生の交流を促進する。 
③短期留学受入れ協定校の担当者との連絡を密にし、短期留学生数を毎年５名以上受け入れる。 
④適切な在留管理を継続する。 

 
（５）障がい学生支援の充実 

［中期計画］ 
障害者差別解消法に基づき、学修支援から就職支援まで障がい学生の支援充実を図る。また、障

がい学生が障がいの程度に応じて学修ができるように長期履修の制度化に取り組む。 

［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①学内のバリアフリー状況について、学生の意見も踏まえながら再点検を行っていく。障がいのあ

る在学生についても面談等でニーズを随時把握し、教職員全体で対応する体制を整えていく。 
②入学予定者に障がい学生がいる場合は、入学前から学科と協力して対応し、支援体制の整備に努

める。 
③在学中の障がい学生への対応は、関係者会議や学科会議等を随時開催し、時宜に応じた対応を行

うなど柔軟な運営を行う。合理的配慮の申請前のサポート、申請後のフォロー、各教員と学生の
橋渡し等を体系的に行えるよう体制整備を検討する。 

 
（６）課外活動の充実とスポーツの振興 

［中期計画］ 
学生の主体性を育成するために随時、定例的なイベントの適正性を検証し、改善を図る。 学生

のスポーツや文化活動について剣道部・柔道部・硬式野球部・吹奏楽団など強化部を中心に、九州
大会や全国大会で優秀な成績を収めることができるよう支援する。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①文化会やスポーツ振興会の自治性を尊重しながら、学生の活動を支援する。 
②現行の課外活動の規程・顧問制度を見直し必要があれば改定する。 
③学園祭等の学生関係の行事を学生に主体的に運営させるとともに、引き続き学園祭の内容を検討

しより良いものに発展させる。 
④学生のスポーツ・文化活動を支援するとともに、強化部等が掲げた目標を達成できるよう支援す

る。 
⑤亀川キャンパス独自の学生のサークル活動が軌道に乗れるよう、顧問の教員と連携をとり必要に

応じ環境を整えていく。 
 

（７）災害対策の充実 
［中期計画］ 

自然災害や新興感染症を念頭に危機管理体制の整備、災害対策マニュアルの改訂、被災学生の経
済的支援の充実を図る。飲料水、非常食、生活日用品の備蓄を行い、災害時の避難場所としての機
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能構築に取り組む。 

［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①自然災害や感染症のまん延等を念頭に危機管理体制の整備の一環として本学独自に飲料水、非常

食、生活日常品の備蓄など学生が被災した場合の支援について検討する。 
②防災訓練について、内容の見直し、避難方法や避難場所の周知徹底を図るなどより充実させる。 
③学生安否確認システムを導入する。 
④災害対策マニュアルの内容を検討し、必要に応じて改訂を行う。 
⑤亀川キャンパス独自の防災訓練・避難訓練の実施要領を作成する。その際、卒業後の看護職とし 

て担う役割も踏まえて、教育的要素を入れることとする。 
短大 
①学生安否確認システムを導入する。 
②災害時に特化したボランティアリーダーを養成する方法について検討し、本学科目と関連するセ

ーフティーリーダーの養成を検討する。 

 
３ 就職力の強化 
（１）キャリア教育の理念の共有 

［中期計画］ 
全ての教養科目・専門科目はキャリア教育につながるものであることを念頭において、学生の規

範となるべく姿勢を示しつつ、人間力を涵養する。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通  
①キャリア教育を体系的に大学教育の中に導入することを検討する。 
②キャリア教育に関するＦＤ研修会を開催し、日常的な教育がキャリア教育に繋がることについ

て、教員の共通理解を深める。 
③キャリア支援センターと就職委員会が協働して実施している雇用主アンケートの詳細な結果を、

全教職員に周知するだけでなく、学生が就活に利用できるよう、方法を検討する。 

 
（２）キャリア科目の改善 

［中期計画］ 
キャリア教育の内容や履修方法の見直しを随時行い、全ての学生がキャリアに関する意識を高め

ることができるよう一貫したキャリア教育プログラムを確立する。 

［令和８年度事業計画］ 
大学 
①就職情報提供事業者や中小企業経営者団体との連携を強化し、インターンシップ受入先の候補件

数を増やす。 
短大 
①キャリア教育科目について、各科で精査した実施内容やテキスト等を基に協議を行い、シラバス

の改善点を検討する。 
②キャリア教育科目と就職支援に関する行事を連動させ、キャリア支援センター・就職委員・担当

教員が効率的に連携できる体制を整える。 
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（３）教育全体でのキャリア教育の推進 
［中期計画］ 

教養教育、専門教育の両方において、社会人としての基礎力となる汎用的能力の育成を図る。各
授業内で文章作成、情報処理の時間を増やし、グループワークを推進する。 

［令和８年度事業計画］ 
大学 
①キャリア教育に関する FD 研修会を実施し、教養教育、専門教育の両方において、社会人として

の基礎力となる汎用的能力の育成を図ることについて、教員の共通理解を深める。 
短大 
①汎用的能力の育成では、進路指導Ⅰ・Ⅱや基礎演習で演習を活用した学びを実施する。また、実

習指導や実習では、実践の中で活用ができ理解定着を強化する。 
②GPS-Academic の結果を、1 年次に面接を通してフィードバックし、学習方法や態度の指標とし

て継続活用をする。 
③汎用力の評価においてルーブリック活用を推進し、授業ごとに評価基準を明確化し、学生が「何

を身につけるべきか」を理解できるようにする 
•教員間でルーブリックの事例共有を行い、評価の標準化を推進する。 
• 学生へのフィードバックを強化し、学びの改善につなげる。                                   

④GPA の活用について 1・2 年次の面接で結果を伝えるだけでなく、学習計画の見直し指導に活用 
する。 
•GPA 低下学生への早期支援を行う。                                      

⑤授業参観・意見交換を定期的に実施し、指導法改善を継続する。  

 
（４）正課外のキャリア支援策の充実 

［中期計画］ 
就職試験に対応するため、各種キャリア講座・就職支援行事等を実施し、参加学生を増やし、就

職率向上を図る。情報機器を使った就職活動のスキルについても講座を開催する。 

［令和８年度事業計画］ 
大学 
①就職オリエンテーションやキャリア講座において、ICT を活用した就職活動のスキルを修得させ

る。 
②各種キャリア講座・就職支援行事のさらなる PR を行い、学生の延べ参加者数を増やす。 
③引き続き、実就職率 85%を目標とする。 
短大 
①民間企業と連携し、公務員、教採対策講座・模試等キャリア支援センターと連携した。各種講座

の PR を行い、参加率を上げる。 
②1 年次から就職に対する意識を向上させ、キャリア支援センターの講座等について積極的に参加

周知徹底させる。 
③各科目や学科行事と連携して、就職ガイダンスを行い、先輩からの合格に向けた話や一般常識の

習得に向けて学制の意識を向上させる。 
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（５）キャリア支援センターの充実 
［中期計画］ 

実践的・魅力的な各種講座・イベントを企画し、参加者数・参加率の向上を図る。また、個別相
談の対応件数の増加を図る。県内企業の開拓を進め、求人票の件数増加を図る。 

［令和８年度事業計画］ 
大学 
①就職オリエンテーションの内容をより魅力的なものとし、さらなるＰＲを行い、各回の参加率 

70%を目標とする。 
➁キャリア支援センターの利用方法や利用のメリットをわかりやすくＰＲし、学科と協力して学生

の個別相談の対応件数の増加を図る。 
③インターンシップ協定締結にこだわらず、インターンシップ受入先の候補となる企業を増やす。 
短大 
①各種講座・イベントについては、学生が参加しやすい時期や効果的な周知方法を検討し、学科間

で情報を共有することで、前年度を上回る参加者の確保を目指す。 
②進路指導を通じて学生にキャリア支援センターの利用方法を周知し、一般職希望者のみならず、

専門職希望者においても履歴書添削や面接指導などの機会で積極的な活用を促す。 

 
（６）各機関・教員との連携 

［中期計画］ 
留学生課、臨床心理相談室、専門的な知識を有する教員などと連携し、支援を行う。進路に悩ん

でいる学生に対し、担当教員と連携し、キャリア支援センターの利用を促し進路決定率をさらに上
げる。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①キャリア支援センターを中心に、各学科の教員との連携を一層強化し、進路について悩みを抱え

る学生の早期把握および継続的な支援を行う。 
大学 
①留学生の進路支援については、キャリア支援センター、各学科の教員および留学生課が密に連携

し、就職希望・進学希望・帰国等の進路区分を早期に把握し、個々の状況に応じたきめ細かな支
援を行う。 

②引き続き、進路決定率 95％以上の達成を目指すとともに、未決定者への重点的な支援を実施す
る。 

短大 
①就職を希望する学生の就職率について、100％を目標に向上させる。 
②学科で開催する就職ガイダンスや進路指導Ⅰ・Ⅱの授業の中で、キャリア支援センターの活用を

学生に呼びかけ、同センターの利用率の向上を図る。       
③公務員講座の受講生を増やすことにより公務員の合格率を向上させる。 
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４ 研究力の強化 
（１）研究・創作活動の充実 

［中期計画］ 
全国レベルの重点研究拠点の整備、研究成果発表や論文投稿の促進、学内公募研究助成制度の効

果的な運用、研究者の相互交流の場の設定、サバティカル制度の導入に取り組む。 

［令和８年度事業計画］ 
大学 
①研究成果の発表や論文の投稿、あるいは学内の公募研究助成企画（学長裁量経費）への応募を促

進させるため、各学科においてそのための施策を検討する。 
②文化財関係では、文化庁の文化財保存分野における重点研究の整備に申請し、全国レベルの研究

拠点化を進める。 
③本学の研究拠点化を図るとともに、研究者の交流の場を広げるため、本学での学会開催を積極的

に促す。 
④サバティカル制度をふくめた教員の研究時間の確保について検討する。 
短大 
①各教員が学長裁量経費に積極的に応募し、科研に申請するための萌芽的研究に取り組むよう促

す。 
②教員の学術研究について、教員の 50％以上が論文等を発表するように促す。 
③クォーター科目を拡大することで、サバティカルなど柔軟な研究時間を確保しやすくする体制を

整える。 

 
（２）外部研究資金の獲得推進 

［中期計画］ 
競争的研究費の申請数・採択数を増やし、過去５年の１.5 倍とする。また、共同研究・受託研究

を推進する。競争的研究費の申請を支援し、その適正な管理を行う研究支援体制を強化する。 

［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
➀外部資金の会計を適正に管理するため、研究支援体制の整備について関係部署で検討を行うとと

もに、研究倫理に関する FD・SD 研修会を開催し、コンプライアンスについての意識を高める。 
大学・大学院 
①共同研究・受託研究、科研費等外部資金の受け入れ件数を増加させる施策を検討し、研究を進展

させる。 
短大 
①科研費等の外部資金の申請について、全教員の 16％以上を目標にする。 

 
（３）学生の研究活動の支援 

［中期計画］ 
教員と学生がともに真理を探究する「学問研究の共同体」に立ち戻り、自由に語り合う大学を目

指す。意欲ある学生を研究に誘導し、共同研究や研究支援を積極的に行い、研究の成果発表を支援
する。 
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［令和８年度事業計画］ 
大学・大学院 
①教員が研究会活動など学生・院生の研究の場を積極的に設け、学生の向学心を促す。 
②学内において、学生・院生が研究成果や卒業論文等を発表・報告する機会を積極的に設ける。 
③各学科・専攻において、学生・院生が専門の学会・研究会に参加する、あるいは発表できるよう

に支援策を検討する。 
短大 
①卒業時の研究発表会、専攻科での修論発表会を実施し、その結果を HP に掲載する。 
②学生の研究会活動の実践の場を増やすことで自主的活動の活性化を図り、研究活動を各科 3 件以

上 HP に掲載する。 
 

５ 地域力の強化 
（１）人材育成と研究・創作による貢献 

［中期計画］ 
地域で学ぶ人材像の構築を目指し、地域における継続的な学びができる学習環境の構築を目的と

して、公開講座、研修・講習を実施する。また地域ボランティアや、地域と連携する授業への参加
者取込を行い、専門領域における学習の場の整備を行う。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大 

自治体・産業界等と連携した授業、公開講座、ボランティア活動を展開する。 
大学 
①地域と連携した授業の実施を支援するとともに、PBL を実施する。 
②地域と連携した公開講座・研修・講習等を積極的に企画し、学外からの参加者が増えるよう内容

を工夫する。（地域・企業等からの参加者 300 人以上を目標とする。） 
③おおいた地域連携プラットフォームとの協働を推進する。とくに「おおいた共創士」の導入に向

けた議論を進める。 
④地域における学生のボランティア活動を推進・支援する。 
短大 
①公開講座や講演会、講習会の参加者 150 名以上を目標とする。 
②学生による地域ボランティア活動を推進する。 

 
（２）知的資源の地域への開放・活用 

［中期計画］ 
公開講座・フォーラムなど地域向けの公開企画の充実と、オープンエデュケーションルームの利

活用を促進する。自治体や各種団体等の特定の対象へ向けた職能開発やリカレントの実施を推進
し、別府、大分、九州の地域をテーマとした活動を展開し、教育・研究と地域社会の融合を目指す。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①別府市・別府商工会議所と連携したリスキリング事業を検討・実施する。 
②オープンエデュケーションルームの現在のコンテンツ数を前年度以上に増加させ、HP 上で公開

する。 
③おおいた地域連携プラットフォームの実践型地域活動事業の参加を推進する。とくにこれまで実

施したことがない教員の参画を促す。 
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（３）地域を舞台にした教育活動の展開 
［中期計画］ 

教養・専門を通じた学年や成長段階に則したコンテンツの開発・提供を目的として、地域におけ
る課題解決型授業、専門授業でのフィールド活用、地域イベントへの参加、学外研修への参加、ボ
ランティアの意味の理解と実践、地域活動における高大接続事業の検討を行う。 
［令和８年度事業計画］ 
①地域における課題解決型授業を実施（PBL の実施とアセスメント）する。目安として、大学は地 

域創生プロジェクト等の地域における課題解決型授業を 6 件以上、短大は地域フィールドワーク 
演習等の地域における課題解決型授業を２件以上実施する。 

②専門の授業においてフィールドワークの要素を積極的に取り入れる。 
③地域のイベントに積極的に参加する。大学は 7 件以上の地域のイベントへの参加及び同イベント 

へのボランティア参加者数を 200 人以上、短大は 5 件以上の地域のイベントへの参加及び同イ 
ベントへのボランティア参加者数 100 人以上を目指す。 

④自治体や他団体・大学が実施する学びの場に、教職員･学生が積極的に参加する。 
⑤学生のボランティアについての理解を深め、ボランティア活動への参加を促す。 
⑥大学・短大の教務委員会と協力して、授業の中に地域連携の要素を組み込むことについて検討す 

る。 

 
（４）自治体、大学、企業、施設等との連携 

［中期計画］ 
大分県、別府市、県内各市町村、県外の市町村との連携をはじめ、企業を含め、多様な地域との

連携・交流を実施し、学生の学びや研究の推進に活用していく。 

［令和８年度事業計画］ 
①おおいた地域連携プラットフォームを活用した自治体・企業との連携プロジェクトを推進する。 
 （大学︓申請件数 5 件以上を目標とする。） 
 （短大︓申請件数 2 件以上を目標とする。） 
②地域連携を通して、学生の地域での学びを推進する。 
③大学の個別教員あるいは学科が実施している地域連携の取組を地域連携推進センターが把握す

る。 
④「地域連携・社会貢献資料集」の必要記載項目の再検討を行う。 

 
（５）地域で活躍している卒業生との連携 

［中期計画］ 
リカレント学習の対象として、従来からの研究会・学会活動の推進支援を行い、同窓会・卒業生

との連携を緊密なものとして、学部学科やサークルを超えた関係を構築し、地域の窓口としての機
能強化を図る。 
［令和８年度事業計画］ 
①各学科が実施している卒業生等を対象とするリカレント学習を支援する。 
②各学科と連携して、地域で活躍する卒業生の実態を把握・紹介（学科・キャリアと連携した動画

の作成）をするとともに、各学科の卒業生との共同事業について検討する。 

【「５ 地域力の強化」に係るアウトカム指標】 
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➀本学公開講座等各種事業への地域・企業等からの参加者にアンケート調査を行い、大学も短大も
回答者の90％以上の満足度を目標とする。 

➁本学が募集する学生ボランティアへ200名以上の参加及び参加した学生に達成感のアンケート調
査を行い、達成感を得た者が87％以上となることを目標とする。（短大は100名以上の参加と達
成感を得た者が82％以上となることを目標とする。） 

 
６ 募集力の強化 
（１）学生募集組織・活動の充実 

［中期計画］ 
募集対象である県内･県外及び海外の高等学校等からの入学者動向を分析し、それに基づき、各

学科の教学の特色を宣伝・広報する。特に、情報伝達が不十分な県外高校への情報発信力を強化す
る。 

［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①県内・県外・海外の志願者・入学者の学科ごとの動向を分析し、学科の様態に応じた募集戦略を

構築・実践する。そのために年度始めに学生募集戦略会議を開催するとともに、定例会等におい
て募集状況についての報告し時宜に応じた募集戦略・戦術を策定する。 

②県内募集会議を毎月開催し、県内募集を強化する。 
③募集関係者の出向と受験メディアの媒体を通して、募集が手薄な県外高校への情宣活動を強化す

る。高校訪問には年間 2 回出向し、受験メディアの進学相談会等には年間 45 回出向することを
目標とする。 

④看護学部の募集に関し、県内の基盤を確立するとともに、県外の募集も積極的に行う。特に宮崎
県北部の募集に注力する。 

 
（２）奨学生制度（募集関係）の改革 

［中期計画］ 
現行の奨学生制度を見直し、学生募集の施策としての効率を高める。特に、大学の推薦系入試に

対応した奨学生及び特別枠奨学生の選抜方法を改善し、高校生の受験意欲を高めるとともに、新た
な志願者を開拓し、定員の充足を図る。 
［令和８年度事業計画］ 
大学･短大共通 
①現行奨学生制度の実績に基づき、奨学金制度の在り方について検討する。 

 
（３）学科の募集力の強化 

［中期計画］ 
各学科が教育の工夫・改善に努めるとともに、学生募集対策会議と連携し、募集戦略や情報発信

を積極的に展開する。また、学科独自のセミナーや出前授業を実施し、学科の情報発信力を強化し、
志願者の増加と定員の充足を図る。特に収容定員充足率が低い学科について充足率の改善に取り組
む。 
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［令和８年度事業計画］ 
大学･短大共通 
①各学科が競合校との教育活動上の差別化について検討し、自学科のブランディングを推し進める

ように促す。 
②学生募集統括部と各学科の募集担当委員の連絡・連携を強化し、学生募集体制の実質化を推進す

る。 
③学科情報誌に関し、内容の充実と時宜を得た刊行を行うよう促す。 
④定員充足率の低い学科については、ＤＰ・ＣＰの見直しを含め、教育内容の工夫・改善に努める

とともに、ＳＮＳの活用を含め、学科情報の積極的な発信、高大連携事業の意欲的な実践などを
通して、高校生の進学意欲を喚起するよう促す。 

⑤大学は看護学部のブランディングについて検討する。 

 
（４）地域社会との連携の推進 

［中期計画］ 
大学・短大が県内の高校、自治体、企業等と連携し、地域の教育や産業の振興に協力することを

通して、本学の教育・研究活動を県内に広く周知させ、県内高校生の本学への進学意欲を醸成する。
また、そのための地域社会への広報活動も積極的に展開する。 

［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①県内高校と大学体験を始めとする高大連携を積極的に推進するとともに、高校の進路ガイダンス

や出前授業の要請にも積極的に応じ、本学への理解を促進させ、志願者の増加を図る。年間、高
校生の大学体験は 10 件、PTA の大学見学は 5 件、高校の進路ガイダンスは 45 件、県下高校へ
の出向説明会は 25 件を目標とする。 

②従来の JR 駅の広告媒体や新聞・テレビを通した情報発信の効果について検証し、より効果的な
社会向け情報発信の方法を検討する。 

③令和６年度に連携協定を締結した大分県立の４高校との連携事業を行い、本学への進学意欲を醸
成する。 
 
（５）オープンキャンパスの積極的取組 

［中期計画］ 
オープンキャンパスを通して高校生の本学への進学意欲を高める。そのためには各学科のセミナ

ーを更に工夫・改善し、高校生の興味・関心を高める必要がある。また、コロナ禍で中止していた
学生スタッフによる来学者エスコート体制の復活を目指す。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①年間 3 回の全学オープンキャンパス（OC)を企画する。OC の実施に当たっては、学科ブランデ

ィングの一環として、各学科の教育的特色を鮮明に打ち出すよう工夫・改善することを促す。短
大・初教は実施形態を受動的、説明的なスタイルから参加生徒の参加型・体験型のスタイルに移
行させる。 

②各学科独自のセミナーを積極的に開催するよう促す。 
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（６）附属高校との連携強化 
［中期計画］ 

附属の明豊高等学校との連携を強化する。令和 2 年度より設置された「高大連携クラス」の生徒
を対象に、大学の学科説明や授業体験等をこれまで以上に実施していくことで、明豊高校生の本学
への進学意欲を高め、内部進学者の定着を図る。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 

本学系列の明豊高等学校との連携を強化するため、これまでにひき続き令和８年度も以下３点の
実施を目指す。 

①１年生を対象に、大学での学びを知ってもらうために学科説明会と施設見学会を行う。 
②高大連携クラスの生徒を対象に、授業や実験実習体験等を引き続き実施するとともに、成果発表

会を実施する。 
③成果発表会で指摘された問題点や課題を、大学入学までに勉強してそのレポートを高校教員がチ

ェックし、大学教員が評価を行う。 

 
（７）入学者選抜の改革 

［中期計画］ 
アドミッションポリシーと併せて入学者選抜の方法が適切であるか常に確認し、より本学にふさ

わしい内容へと改革を進める。効率の良い願書受付の方法を検討し、導入していく。 それらを通
して、定員充足率 100％を維持していく。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①令和 9 年度入試に向けて、選抜方法について検討を行い、検討結果を入学者選抜要項に反映させ

る。 
②アドミッションポリシーの検討を行い、検討結果を反映させる。 
③在学生の成績や留年率等と入学者選抜制度との相関関係を調査し、入学者選抜制度の妥当性につ

いて検討を行い、報告書にまとめる。 
④令和 7 年度入学者選抜の実施状況をふまえ、疾病等やむを得ない事情により受験できない者を対

象とした「追試験制度」の策定および志願者への告知を行う。 
⑤年間を通して 10 回以上の入試委員会を開催し、①〜④について検討を随時行っていく。 

 
７ マネジメント力の強化 

（１）教学マネジメントと内部質保証の充実 
［中期計画］ 

自己点検・評価、中期計画に基づく事業計画・事業報告、３ポリシーによる教育の質保証、ＩＲ
活動などにおける内部質保証の評価改善の取組を横断的に検証する PDCA サイクルに整理し、より
確かな教学マネジメントの仕組みを確立する。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
➀認証評価機関の評価基準に従った取り組みを行い、教学マネジメントを行う。 
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（２）ＩＲ活動・自己点検評価の充実 
［中期計画］ 

内部質保証の手法の確立に合わせ、ＩＲ委員会を再編し、教学マネジメントを支える基盤を確立
する。また、令和 8 年度認証評価の受審に向け、毎年の自己点検評価を確実に行い、第 4 巡目の認
証評価基準に基づいた『自己点検評価』を令和 7 年度内に刊行する。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①ＩＲ運営委員会を中心にＩＲ活動を実施し、IR のデータを活用し、大学・学部・教員の各レベ

ルにおいて教学の改善を推進する。 
➁認証評価に関する自己点検評価書を刊行し、令和 8 年度の認証評価の受審に向けて万全を期す。

また、本学第３期中期計画に関する自己点検評価を実施し、第４期中期計画を策定する。 
③ポートフォリオ学修支援システムを効果的に活用し、学生総合支援機構を中心に学生の修学やキ

ャンパスライフについて適切な指導・支援を行い、休・退学の防止などに役立てる。 

 
（３）学長による学生や教職員の声の把握 

［中期計画］ 
アンケートや意見箱などから学生・教職員の声を聴くとともに、学長が学生や教職員と直接対話

する場を設け、その要望や意見を把握し、幅広い意見を集約して大学の改善に取り組む。また、教
育、学生支援、就職支援など分野横断的に学生の満足度調査を実施し、大学の取組の指標として活
用する。 

［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①学生委員会・学生事務部を中心に、学生意見箱や学生満足度調査などによって学生の意見・要望

を汲み取り、それを反映した改善に取り組む。 
②FD 委員会を中心に、学生との点検・評価会議や学生とのＦＤ研修会を実施する。短大は学科ご

とに学長と教員の意見交換会を年１回実施し、教学環境の改善に資する。 

 
（４）適正な人事の実施 

［中期計画］ 
大学設置基準や教職課程の教員配置基準などを遵守し専任教員を採用・確保するとともに、対応

できない分野については非常勤講師を採用するなど、効率的・効果的な人員配置を行う。また、教
員評価結果を教員表彰や処遇等に反映させ、すぐれた活動の促進を図る。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①大学設置基準、教職課程認定基準を満たし、円滑な教育活動を実践するため、適切な教員の採用・

補充を行う。 
②教員養成課程の教員資格基準等を満たすため、関係教員に研究・業績の積み増しや蓄積を促す。 
③令和 7 年度の教員評価による評価結果を基に優秀教員の表彰を行い、処遇に反映させる。 
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（５）教育学習環境の改善・充実 
［中期計画］ 

すべての学生が学習、研究、創作に励み、そこにいるだけで憩いや楽しさを感じることができる
キャンパス、安全で美しく環境に配慮したキャンパス、多様な学生のあり方に配慮したキャンパス
を目指し、法人と一体となって施設・設備の整備に取り組む。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①教育の内部質保証の一環として、大学・短大の教育学習環境の整備に取り組む。 
②亀川キャンパスの施設・設備の整備に取り組む。 

 
（６）広報の充実 

［中期計画］ 
別府大学の「価値（らしさ）」を創出し、ウェブサイトや広報誌、SNS、メディアなどを通じて、

幅広いステークホルダーに向けた魅力的な情報発信を行う。また、その「価値」を深く浸透させる
ブランディング戦略を行い、大学の評価を高める。「別府“温泉”大学」など、大学の顔づくりとな
る取り組みを継続し、全国での認知向上に取り組む。 

［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①HP のコンテンツをより充実させ、効果的な広報的戦略を検討するとともに SNS、広報誌のより

効果的な活用を検討・実施する。 
②本学の強みや特色を外部評価の視点も加え学内へ周知し、学部・学科のブランディングに資する

ように努める。 
③「地域に根差した大学」の実践について、さらなる広報活動を展開する。 
④Be-News のコンテンツを工夫し、学生募集に資するよう内容を充実させる。 
⑤本学の教育・研究や地域連携などを市民に知ってもらうよう、新聞等マスコミに積極的に働きか

ける。 
 

8 持続可能な社会への貢献  
（１）持続可能な社会への対応 

［中期計画］ 
持続可能な社会の実現に貢献できる人材を養成するため、「SDGｓ基本方針（仮称）」を定めると

ともに、教育・研究活動、キャンパス整備、地域貢献、教職員研修などすべての活動を通して SDG
ｓ達成への取組を推進する。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 
①SDGs 基本方針に基づき、具体的な活動について SDGs 活動推進委員会で検討し、活動できるも

のから実施する。 
➁防災教育を実施するとともに、学内の防災意識を高める取り組みを行う。また、災害時の食の確

保をはじめ、衣食住の維持に必要な対策を検討する。 
③地域住民の健康維持増進に寄与するため、必要な公開講座やボランティア活動に取り組む。 
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（２）大学 DX の推進 
［中期計画］ 

多様な学生に対する個別最適化された学修や、個別支援を実現するため、教育の情報化、数理・
データサイエンス・AI 教育プログラムの推進、業務効率化などに関する「大学 DX 推進基本計画」
を定め、大学 DX を推進する。 
［令和８年度事業計画］ 
大学・短大共通 

業務効率化などに関する「大学 DX 推進基本計画」の基本方針に基づき、大学 DX の実施につい
て、継続して検討する。 

 
９ 看護学部の運営 

［令和８年度事業計画］ 
➀令和８年４月に 2 期生として、定員８０名の学生を受入れる。 
➁翌年度の定員を満たすよう、学生募集を行う。特に本県に隣接する県外高校への募集を強化する。 
③認可申請時の計画に基づき、学部運営等を実施する。 
④大学院設置の検討を推進する。  
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Ⅱ 大学附属施設の計画 
1 大分香りの博物館 
（１）博物館の利活用の強化 

［中期計画］ 
(1)教育・研究施設としての質保証 

博物館が所蔵する資料を適切に保管するとともに、専門教育や研究活動に活用し、成果を評価 
検証し教育や研究活動の改善につなぐ仕組を整備する。 

(2)地域連携・持続可能な社会貢献の促進 
博物館として地域連携や持続可能な社会貢献に寄与する具体的な手法を開発し、職員で共有し 

ながら、実践に向けて取り組む。 
［令和８年度事業計画］ 
(1)教育・研究施設としての質保証 
①充実した教育・研究につながるよう、資料の収集・保管や収蔵品の管理、定期的な展示品の入

替等を行う。 
②学芸員養成のための教育施設として博物館実習やインターンシップ等を積極的に受け入れる

とともに、別府大学の附属施設として大学の授業等での利活用を進める。 
③小・中・高等学校、特別支援学校の社会見学や修学旅行等を受け入れ、対象に応じた教育活動

を行う。 
④社会人の団体研修等を受け入れ、博物館独自の教育・文化普及活動を行う。 

(2)地域連携・持続可能な社会貢献の促進 
①博物館が互いのノウハウやリソースを共有し合うネットワークの形成に資するよう、他の博物

館との連携・協力を推進するとともに、地域連携や社会貢献につながる活動等に取り組む。 
②博物館独自の地域連携・持続可能な社会貢献につながる「香りの文化振興事業」を中心に、多

様な事業展開を図っていく。 

 
（２）外国人の受け入れ態勢の充実 

［中期計画］ 
(1) ICT 活用による発信力の促進 

ICT を活用した効率的かつ国際的な情報発信の方法を確立する。 
(2) 外国人受け入れ態勢の充実 

外国人受け入れにおいて、ICT の有効活用を進め、実践に向けて取り組む。 

［令和８年度事業計画］ 
(1)ICT 活用による発信力の促進 

ホームページの内容の充実を図るとともに、インスタグラム等のＳＮＳを積極的に活用し、
日本や海外に向けて博物館の取組や魅力等を発信（月 8 回以上）していく。 

(2)外国人受け入れ態勢の充実 
①海外からの来館者受け入れを円滑に進めるため、旅行業者やメディア関係者、自治体等との連 

携を密にしていく。 
②様々な国籍の外国人に対応できるよう、館内展示室やミュージアムショップ、各種体験の利活 

用に資する改善を進める。 
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Ⅲ 附属学校等の計画 
１ 明豊中学校・高等学校 
（１）「心を磨き、知性を磨き、技を磨く」教育の実現 

［中期計画］ 
(1)すべての教育活動で「心を磨く」教育の実践「確かな学力」の確実な育成 

生徒一人一人が高い目標をもち日々精進する中で、人間的な成長を促す教育を実践する。 
(2)「確かな学力」の確実な育成 

すべての教科で、ＩＣＴ機器を取り入れ授業改善を推進し、「知識・技能」、「思考力・判断力・ 
表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の３つの資質・能力を効果的に育成する。また、探
究活動を通しこれらの資質・能力を高め、これからの時代に順応できる力を育成する。 

(3)意欲・向上心や自制心等の非認知能力の育成 
系統的・計画的なキャリア教育により、すべての教育活動で非認知能力を育成する。  

(4)強化部の「全国制覇」の実現 
「よりハイレベルな競技力と人間力の育成」を目指す。強化部に対する学校全体のサポート

体制を充実する。 

［令和８年度事業計画］ 
➀キャリア教育プラン策定委員会を立ち上げ、実効性のある「キャリア教育プラン」を完成する。 
➁全教科で ICT 機器を有効に活用し授業改善に取り組む。 
   全教科で研究授業と授業改善会議を実施する。 
  校長、副校長による授業観察と事後指導を実施し、授業改善記録を作成する（全教員）。 

➂「知識・理解」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の 3 つの力を育成す 
ることができるよう、評価の改善を進め授業改善につなげる。 

➃初任者の研修を計画的に実施する。 
➄コース毎の縦の連携を進め、コースの特色の明確化と魅力化を進める。 

 
（２）特色ある学校づくりの強化 

［中期計画］ 
(1)特別進学クラスの強化 

「九大専科」を開設し、九州大学合格を目指す特別プログラムを実施する。 
(2)高大連携クラスの強化 

「情報経営進学コース」、「初等教育・食物進学コース」、「文学部進学コース」の３コースに
より、別府大学との接続性を強め、将来、県内で活躍できる人材を育成する。 

(3)看護教育の充実 
地域の医療機関と連携し、地域に貢献できるプロフェッショナルな人材を育成する。 

(4)学習サポート体制の強化 
英語におけるオンライン学習や多読学習の実施、個別指導や相談体制の充実、放課後や休日

における図書館の解放など、個々の生徒に応じた学習サポート体制を強化する。 
(5)部活動の充実 

ソフトボール部、野外活動部、ドローン部など新しい部活動により、学習と両立しながら充
実した学校生活を送ることができる環境を整える。 
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［令和８年度事業計画］ 
➀「九大専科」については、難関大学合格を目指す特別プログラムを実施する。 
➁高大連携クラスの強化 

「情報経営進学コース」、「初等教育・食物進学コース」、「文学部進学コース」の３コース 
により、別府大学との接続性を強め、将来、県内で活躍できる人材を育成する。 

➂看護教育の充実 
地域の医療機関と連携し、地域に貢献できるプロフェッショナルな人材を育成する。 

➃学習サポート体制の強化 
英語におけるオンライン学習や多読学習の実施、個別指導や相談体制の充実、放課後や休日に 

おける図書館の解放など、個々の生徒に応じた学習サポート体制を強化する。 
➄部活動の充実 

「地域もりあげ隊」「ｅスポーツ部」など新しい部活動により、学習と両立しながら充実した 
学校生活を送ることができる環境を整える。 

 
（３）学校間連携の強化 

［中期計画］ 
(1)明星小学校との日常的な連携・交流の強化・充実 

明星小学校の児童と明豊中学の生徒や教員間の交流の機会を拡大するとともに、授業や学校 
行事における連携・交流など、一体感を高める取り組みを実施する。 

(2)高大連携クラスの教育活動の充実 
     別府大学との連携を強化し、連携科目の内容を充実させるとともに、高校で学習すべき内容 

を確実に習得させ、大学への学びにつなげる。 

［令和８年度事業計画］ 
➀明星小学校との日常的な連携・交流の強化・充実 

明星小学校の児童と明豊中学の生徒や教員間の交流の機会を拡大するとともに、授業や学校行 
事における連携・交流など、一体感を高める取り組みを実施する。 

小学校 5・6 年生の児童・保護者を対象にミニ・オープンスクールを実施する。 
➁高大連携クラスの教育活動の充実 
    特に情報教育や探究活動を通して、別府大学と連携して地域課題の発見と解決や地域の活性化 

に貢献できる活動に取り組む。  

 
（４）学校経営力の強化 

［中期計画］ 
(1)ミドルリーダーの育成の強化 

年齢に関係なく、学校改革に熱意をもって取り組む人材を集め、「学校経営戦略会議」を組織。
月に１回程度の研修や議論を通して、ミドルリーダーとしての資質を高める。 

(2)生徒募集活動の強化 
計画的、継続的、効果的に募集活動を行うため、生徒募集戦略会議を組織し、月に 1 回程度

の推進会議を実施する。また、効果的な広報活動を行うため、広報特別班を組織。中学生の実
態やニーズに応じた広報の方法を広く検討する。 
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［令和８年度事業計画］ 
➀高等学校無償化によるチャンスを最大限に活かせるよう学校間の競争に負けない教育環境の充

実や第 2 期学校改革に取り組む。明豊の再定義を行い、学校創立 30 周年に向け新生明豊を作り
上げる。 

➁「広報委員会」を立ち上げ、効果的な広報活動を行う。月に 1 回委員会を実施し、情報を収集 
し、募集計画の検討を行う。中学入試については受験生 100 名、入学生 60 名、高校について 
は、受験生 1300 名、入学生 200 名を目指す。 
 
２ 明星小学校 
（１）特色ある学校づくりの強化 

［中期計画］ 
(1)主体的な学習の促進 

子どもの主体的な追究力、深い学びを育む明星スタンダードの構築を目指して、授業改善の
ための校内研究を充実させる。 

(2)ＩＣＴの活用の充実 
ＩＣＴを活用した学習スタイルを確立し、主体的・対話的で深い学びを実現する。 

(3)英語教育の充実 
英語の 4 技能育成のため、1 年生からテキストを用い、1 年生から 4 年生は週 2 時間、5 年

生・6 年生は週 3 時間の英語学習を確保し、体系的に学ばせる。 
(4)豊かな心の育成の促進 

一人ひとりが大切にされ、互いに認め合い支え合う学年・学級づくりのために取組を充実さ
せる。 

(5)健やかな体の育成の促進 
運動の楽しさや喜びを味わい、運動の特性に応じた技能を身につけるための計画的な取り組

みを実践する。 
［令和８年度事業計画］ 
①主体的な学習を探究で 
   教育課程特例の認証校２年目として、改善・修正に努め、その広報やアピールにより、児童募

集につなぐ。 
②リアルと ICT 活用の両輪 
   ICT 活用によって、各教科に探究過程を位置付け、教科書レベルを超える学びを実現するとと

もに、特例による新教科「探究科」「英語科」を本校の２本柱として、相互の関連を進めていく。
そのため、本学ほか、探究に堪能な外部の研究者や専門家の指導・助言を受ける。特に、教科や
学年で関わっていただける方を固定化し、安定させる。 

③英語のシャワーで英語教育の充実 
   児童や保護者から「もっと英語を楽しく」「英語のシャワーをもっと浴びせてほしい」「卒業

までに英語が使えるように」との声があることから、英語の授業や英語集会における日本語フォ
ローを減らし、英語の音や表情やジェスチャーなどから想像して理解するよう、指導体制と指導
方法の転換を図る。また、海外の小学校とのオンライン交流や、フィリピンの方とのオンライン
学習など実践の機会を増す。 

④いじめのない豊かな心の育成 
   「いじめ不登校対策委員会」を定期的にもち、担任からの申出を待つのではなく気になる出来

事や児童について確認できるようにするとともに、教員自身がいじめを生まない言動ができてい
るか日常の様子を点検するなど、組織的ないじめ不登校対策体制を一層整える。 
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⑤自覚的に行う健やかな体の育成 
「体力向上プロジェクト」を中心に、「運動会」「努力遠足」「マラソン大会」「短縄検定」等
の体育的行事において、振り返りを位置付け、ICT を活用して、収集したり傾向を見たりする。 
 
（２）マネジメント力の強化 

［中期計画］ 
(1)教職員との教育活動の共有 

企画委員会により、教育活動の事業計画・事業報告の成果を評価検証し、全教員へ広げ、そ
の結果に基づいて教育課程を改善する仕組を整備する。 

(2)主体性を持った教育活動への取組の充実 
全教員が各プロジェクトに分かれ、教育活動の成果を評価検証し、その結果に基づいて教育

課程を改善する仕組を整備する。 
(3)目標管理シートを活用した自己点検・評価の充実 

自己点検・評価に基づく事業計画・事業報告、教育の質保証を総合的な PDCA サイクルに整
理し直し、より確かなマネジメントの仕組みを確立する。 

(4)研修の充実 
私学ならではの小学校教育の展開を目指して、私立小学校連合会教員研修会や外部講師の招

聘等、積極的に研修に参加できる体制づくりに取り組む。 

［令和８年度事業計画］ 
「児童募集の増」と「教職員の資質向上」の 2 点に集中し、必要なマネジメントを行う。 
①目標達成マネジメントの強化 
   交流・連携する幼稚園等を 10 園を確保して、各学年・級が受け皿となって、別府・大分の幼

稚園等との交流内容を充実する。その際、教科学習と連動した工夫で時間数を確保する。 
   各教職員は、学校教育目標と各自の目標管理を連動させ、受入や訪問への積極的な取組となる

ようにする。併せて担当児童及び幼児の発達を理解し、指導改善に役立てるよう指導する。                                                                                  
②組織マネジメントの強化 
   各人の持っている能力を最大限発揮できることを考え、それぞれのアイディアを生かせるよう

主任、副主任を配置する。 
   担当↔リーダー↔主要主任↔教頭↔校長と、報告・連絡・相談の手順を定着させ、迅速に行う

よう指導する。                                                                                       
③リスクマネジメントの強化 
   小さなことも見逃さず早期に解決を図るよう、いじめ不登校対策や、教師による体罰・暴言の

未然防止や改善のため、企画委員会の 1 項目目に位置付け、さらに月に 1 回の対策委員会を開催
する。また月曜朝の時間の職員朝礼で訓示する。 

④マネーマネジメント・タイムマネジメントの強化 
   本年度学校予算の中でのベストパフォーマンスを実施できるよう、例年通りの感覚を取り除

き、1 つ 1 つ確認し、学内外のひとやものの資源を活用して効率的かつ持続可能な取り組みを定
着させる。また、校務支援システムを BREND に換えて、DX による校務効率化や、教職員相互、
保護者との連絡の一体化を進める。 
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（３）児童募集力の強化 
［中期計画］ 

(1)オープンスクール（OS）の積極的取組 
入学予定の児童・保護者が OS を通して明星小に良い印象を持ち、進学意欲を高めるため、

本校に期待する保護者ニーズの分析を進め、公開内容を更に工夫する。 
(2)広報の充実 

明星小学校の魅力を広く周知させるため、多彩な広報活動を展開する。特に情報伝達が不十
分な別府市外への情報発信力を強化する。 

［令和８年度事業計画］ 
①オープンスクール（OS）ほかの取組拡充 
   オープンスクールを、6 月・9 月に開催し、４歳児以下の参加呼びかけのチラシを配付するほ

か、「塾・習い事」のリストを作成して個別訪問し、ポスター掲示やチラシ配布を依頼して、2
月に学校説明会を実施する。 

   幼小交流の際には、園に保護者同伴の参観を依頼していく。また、園に出向いた講話や児童に
よる学校紹介を依頼していく。 

②児童募集につながる広報の充実 
   大分駅３番ホーム下の広告を継続。CTB 作成の児童募集・オープンスクール広報の動画を継

続し、それを学校 HP にも掲載する。学校案内のページ数を８ページから１２ページにし、見出
しと写真を大きくし、内容を充実する。SNS で、日々の教育活動を写真と短い文章で発信を続
ける。 

 
(４) 校種間連携の強化 

［中期計画］ 
(1)幼稚園との連携の充実 

明星小学校に良い印象を持ち、進学意欲を高めるため、就学児（年長組）との交流を計画的・
積極的に実施する。 

(2)中・高等学校との連携の充実 
明豊キャンパス内の明豊中学・高校との連携を計画的・積極的に行い、進学先としてのつな

がりを強化する。 
(3)大学・短大との連携の充実 

大学・短大と連携した教育活動を計画的・積極的に行い、法人としての縦のつながりを強化
する。 

(4)明豊キャンパス内の校種連絡会の充実 
明豊キャンパス内の幼・小・中・高の連絡会を定期的に開催し、キャンパス内のつながりを

強化する。 
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［令和８年度事業計画］ 
①幼稚園等との連携を児童募集に 
   法人内４園との合同の「架け橋」園長等連絡会を学期に 1 回程度持ち、オープンスクールの日

程・内容や、幼小交流活動の日程・内容について検討し、確実な実施を行う。 
   さらに、法人外の園のうち大分明星、カトリック海星、ウッドストック、友愛のほか、ひまわ

り、やまびこ、海の星、ふたば、のだ山等に重点的に働きかけ、希望する園の訪問・交流あるい
は、出張説明会の受け入れを進める。                                                                                                             

②中高との連携で進学の憧れを 
   明豊中高との連携は授業参観・体験授業、看護科生徒による保健指導のほか、明豊祭参加、保

護者説明、野球部によるボール投げ指導等を復活させるなど、引き続き交流を深め、憧れを増や
すようにする。                                                                                             

③大学・短大との連携で、高度な学びの実現へ 
   大学・短大生の授業観察や教育実習の受入を計画的に行い（文学部人間関係学科、教職課程、

看護学部）、連動して関係教員が、授業作りなどで大学教授との交流をすすめ、各教科等の専門
的な知見を得る。                                                                                     

④キャンパス内連携で保育教育の相互理解を 
   定期の校種連絡会ほか、情報交換会や、各教科での公開授業・授業研究会への相互参加を進め、

相互理解を進める。 

 
(５) 教育環境整備の強化 

［中期計画］ 
(1)保護者の会との連携の充実 

保護者の会と連携し、明星小学校の教育活動や児童が安心して安全に教育活動に打ち込める
教育環境の整備を計画的・積極的に実施する。 

(2)管理職による保護者や児童、教職員の声の把握 
管理職が保護者や児童、教職員と対話する場を設け、その要望や意見を把握し、幅広い意見

を集約して小学校の改善に取り組む。 

［令和８年度事業計画］ 
①創立８０年目を、保護者の会との連携で 
   創立８０年目に当たり、保護者の会と連携して諸行事を盛り上げる。バザーと連結して記念行

事を行い、広報を通して、児童募集も呼びかけていただく。 
   R7 に発足した、学校活動ボランティアの皆様の協力をいただき、読み聞かせ、英語活動、校

外活動補助、探究活動などでのゲストティーチャーなどを通して、教育の充実を図る。 
②保護者、児童、教職員の声を生かして児童募集増へ 
   ７月及び２月に行う学校評価のアンケートの収集と分析を通して、保護者や児童、教職員の意

識や、学校をよりよくするヒントを得るとともに、できるところを取り入れていく。また、面談
その他で対話する場を設け、参画意識を高める。また、大在、明野方面からのスクールバスの要
望が上がってきていることから、法人と相談しながら、ニーズの調査や、実現方法を探る。 
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３ 明星幼稚園 
（１）特色ある幼稚園づくり 

［中期計画］ 
(1)基本的な生活習慣の育成 
   人として生きていくための基本となる生活習慣を育む。 
(2)健康・安全に留意した身体づくり 

自立した生活を送れるようにするために、体力づくりに励みながら、自分の身体は自分で守
ることができるようにする。 

(3)自然や人・物に対する感性の育成 
知識・技能の習得のみに目を向けるのではなく、発達段階に応じた体験活動を仕組むことで

自然や人・物に対する感性を育てる。 
(4)英語活動の充実 

    発達段階に応じて、ネイティブの英語講師による英語活動を充実させる。 

［令和８年度事業計画］ 
①教育課程に沿った保育活動の実践の中で、生きる力の基礎として、自立に繋がる「基本的生活習

慣の育成を図る」人間関係を構築するために「豊かな感性と表現力をつける」基礎学力育成のた
めに「文字や数量への関心を高める」国際社会に対応できるために「英語活動の充実」に取り組
んでいく。 

②自然や社会のいろいろなものに興味を持ち、その良さを感じる感性を育てるとともに、地域素材
を活用した体験活動を実施して、知的好奇心を養う。 

③保育の質の向上のために、園内研修を定期的に行い、年４回の公開保育を実施する。また、園外
研修にも積極的に参加する。 

④安心・安全な幼稚園を目ざして日常の安全点検や登降園の安全確保及び感染症対策を徹底してい
く。 

⑤職員の健康保持のため、計画的な業務遂行及び同僚性を高め、ストレスや超勤の少ない職場づく
りに務める。 

 
（２）園児募集 

［中期計画］ 
(1) 公開保育・広報の充実 

幼稚園の保育の様子を保護者や未就園児に公開することにより、公立幼稚園との違いを見て
もらう機会を設ける。また、園活動の様子をマスメディアを通して積極的に広報し、園児募集
につなげる。 

［令和８年度事業計画］ 
①園児募集については、保護者会で呼びかけをしたり、ホームページで園の紹介をしたりして、選

ばれる幼稚園づくりへとつなげていく。また、募集ポスターを可能な限り保護者会等に働きかけ
て掲示をしていく。 

②未就園児に対しては、6 月・７月・９月・１０月に「ちびっ子ルーム（親子体験教室）」を開催
し、園解放と子育て相談を行う。 

③主な園行事や特色ある保育を行う時には、報道機関に働きかけ広報活動を行う。 
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（３）校種間連携 
［中期計画］ 
(1)小学校との連携強化 

５歳児（年長組）が、明星小学校と計画的に交流することにより、小学校を身近に感じさせ、
進学への期待を持たせる。 

［令和８年度事業計画］ 
①明星小学校との円滑な連携・接続を図るため、年長組と明星小学校との幼少交流会（ワンダフル

デー）を年３回実施する。 
②幼少連絡会を年２回以上実施して職員間の交流をする。 
③幼稚園と明星小学校の架け橋プログラム作成に向けての研修・担当者会に参加する。 

 
４ 附属幼稚園 
（１）保育の質の向上 

［中期計画］ 
(1)学びの芽を育む保育の促進 

多様な体験活動を通して人格形成の基礎や学びの基礎を培うために、遊びに徹してものや人
とかかわる保育を実践する。 

(2)組織的な教育力の向上 
短期大学部等の関係機関とも連携を図りながら、組織的、計画的に研究・研修を行い、共に

学び合い、高め合う教職員集団を形成する。 

［令和８年度事業計画］ 
(1)学びの芽を育む保育の促進 
①子どもキャンプなど特色ある体験活動により、好奇心・チャレンジ精神・豊かな情操等遊びに

向かう力を育成する。 
②大学や短期大学部、関係機関と積極的に連携し多様な体験活動を園児に経験させる。 
③小学校入学の不安を解消するため小学校と連携し「架け橋期」のプログラムを工夫・改善する。 

(2) 組織的な教育力の向上 
①日常的な保育の質の向上に向け、各主任等が分掌業務や週案の点検、教員への指導を行うＯＪ

Ｔを確実に進めていく。 
②研究テーマをもとに担任全員が「研究保育」を行う園内研修を開催し、短大教員の指導を受け

る機会を年２回は設定する。また、教員全員が園外研修に参加し、専門性の向上に努める。 
③幼児・児童教育研究センターとの連携プロジェクトにより、大学教員と共に園内研究や共同研

究を進め、教育力の向上を図る。 

 
（２）信頼され選ばれる幼稚園づくり 

［中期計画］ 
(1)子育て支援の充実 

保護者や地域のニーズに対応した子育て支援事業を実施するとともに、園だよりやブログ等
を活用して子育て支援に係る情報提供の充実を図る。 

(2)安全・安心な園づくりの推進 
園児が安心して生活できるように安全な保育環境をつくり出すとともに、新型コロナウイル

ス感染症などの感染症対策を徹底する。 
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［令和８年度事業計画］ 
(1)子育て支援の充実 
①満３歳児を含む全園児を対象にして、保護者が必要に応じて安心して利用できる預かり保育を

継続実施する。 
②子育て支援の一環としての未就園児保育「りんごの木」を定期的に開催するとともに、未就園

児の保護者等にも園児が活動する姿を見てもらう機会を増やし、選ばれる幼稚園づくりへとつ
なげていく。 

③園のブログを月４回程度更新するとともに、報道機関等にも積極的に情報を提供し、保育や行
事の様子等を幅広く紹介する。また、新たな情報発信の方法を検討する。 

④特別支援が必要な園児の把握をし、園内で情報共有を図りながら、関係期間との連携・協力を
して、保護者とのケース会議を行い、個に応じた支援のあり方の共有を図る。 

(2)安全・安心な園づくりの推進 
①地震や火災等を想定した年５回の避難訓練において消防署や警察の指導を受ける機会を設定

し職員の対応力を高めるとともに、全教職員での安全点検を毎月行う。 
②園バスの安全な運行及び給食の安全安心な提供に向けて、マニュアルに基づいた日常のチェッ

ク体制を厳格に行うとともにマニュアルの更新に努める。 

 
５ 境川保育園 
（１）教育力の強化 

［中期計画］ 
(1)教育の充実と推進 

幼児教育を行う施設として保育における「養護」と「教育」が一体となって展開されること
に留意し、生活する子どもの姿から育みたい素質・能力を捉える。また、職員間、日常的な協
働を通して、実践研究に取り組む。 

(2)子どもの育ちを支える保育の連携 
増加している、配慮や療育を必要とする子どもの状況に応じた保育を実施する観点から、家

庭や関係機関と連携した支援の実現を図るとともに、学園間の接続も強化していく。 
［令和８年度事業計画］ 

〇認知的、非認知的能力を育むために保育園だからできる保育を追求する。 
〇遊びや活動が「主体的か」「対話的か」「深い学びとなっているか」アクティブラーニングの３

の視点から保育を改善する。 
○発達が気になる子のより良い支援を探る 
○遊びや食育活動を通して命の尊さや感謝の気持ちを育てる。 
〇組織における人材育成や意欲をもって働き続けられる職場環境づくりを担う力量を高める。 
〇職員一人一人の倫理観、人間性並びに保育園職員として、職務及び責任の理解と自覚の意識を

高める。 

 
（２）健康及び安全の確保 

［中期計画］ 
(1)生命の保持と健やかな生活 

子どもの心身の状態を、定期的・継続的に随時、把握していきながら保育を行う。また、子
ども自ら、自分の健康（体）に関心を持ち、心身の機能を高めていけるよう、職員も感染症等
に対する自己意識の向上を図る。 

(2)災害への備え 
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備品・遊具等の配置・保管を適切に行い、日頃から環境の整備をし、施設・設備の安全確保
に備える。 

［令和８年度事業計画］ 
○安全計画と BCP(事業継続計画)のマニュアルを職員は把握して実践できるように瞬時の判断力

と行動力を身につけるため常に研鑽琢磨する。 
〇安全な環境を整え、発達に応じた探索活動が十分にできるようにする。 
○新入園児が入ってくるのでアレルギーチェック表を活用して安全な給食を提供する。 
〇未満児のクラス担任の配置がかわるので、SIDS(乳幼児突然死症候群)や窒息の発生予防のため

の午睡時のこまめな観察や ICT を活用してより対策を強化する。  
〇食事の誤嚥事故防止の常時注視対策や、AED の研修等、危機管理を徹底するための対策強化を

継続する。 

 
６ 春木保育園 
（１）教育力の強化 

［中期計画］ 
(1)教育の充実と推進 

幼児教育を行う施設として保育における「養護」と「教育」が一体となって展開されること
に留意し、生活する子どもの姿から育みたい素質・能力を捉える。また、職員間、日常的な協
働を通して、実践研究に取り組む。 

(2)子どもの育ちを支える保育の連携 
増加している、配慮や療育を必要とする子どもの状況に応じた保育を実施する観点から、家

庭や関係機関と連携した支援の実現を図るとともに、学園間の接続も強化していく。 

［令和８年度事業計画］ 
(1)主体性を育む保育 
①環境を通して子どもの自発的な活動を促す。自分で考え行動する過程を大切にし能動的に遊び

たくなるような物的環境や子どもの意思を尊重した時間的な余裕を用意する。 
②自己肯定感を養うことができるよう信頼関係の土台を作りながら、０〜５歳児の能力(知識・思

考力・人間性)を育む特色的な教育を策定する。 
③子どもの学びや発達の見える化、保護者とのコミュニケーション強化、保育の振り返りによる

向上を図る。 
(2)小学校・幼稚園との縦の繋がりと地域の認定こども園や複合施設等との横の繋がりの継続と連

携の強化 
①定期的な交流や研修を計画し、共通の目的を持つメンバーが物理的・仮想的に集まり学びの場

を増やす。 
②全体的な計画や保育の質の向上等の成果を出す。 

(3)今後を見据えた幼児教育施設の在り方を考え、園児数や地域ニーズや実態の分析 
①園児数の安定や職員態勢の充実、保護者や地域との協働を図る。 
②業務効率化、保護者との円滑な連携を実現する保育 ICT システムを導入し、一元管理と利便性

の向上につなげる。 
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（２）健康及び安全の確保 
［中期計画］ 
(1)生命の保持と健やかな生活 

子どもの心身の状態を、定期的・継続的に随時、把握していきながら保育を行う。また、子
ども自ら、自分の健康（体）に関心を持ち、心身の機能を高めていけるよう、職員も感染症等
に対する自己意識の向上を図る。 

(2)災害への備え 
備品・遊具等の配置・保管を適切に行い、日頃から環境の整備をし、施設・設備の安全確保

に備える。 

［令和８年度事業計画］ 
(1)養護を基盤とした保育の根幹(命の安全確保と情緒の安定) 

①衛生的で安全な環境下で生理的欲求を満たし健康な心と体を育むための応答的な援助（生理的
欲求・生活リズムの調整）を行う。  

②発育や発達状態を把握し、病気や事故防止・健康増進を図る。現場の実態に即した安全な環境
づくりに徹する。 

(2)PDCA サイクルの観点から、安全計画と安全管理体制の見直しと強化 
①大規模災害や感染症の発生時において可能な限り業務を継続するため早期に復旧する BCP 対

策を講じる。 
②誤嚥・窒息事故を防ぐため乳幼児の食事や遊具の管理、窒息時の緊急対応、およびアレルギー

対応の徹底を図る。 
③災害ごとの行動や備えに役立つコンテンツや日々更新される防災についての研究や情報を得

る。継続するための具体的な計画・施策を練る。 
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Ⅳ 業務運営の改善・効率化等に関する計画 
１ 組織運営 
（１）管理運営の在り方 

［中期計画］ 
  理事会を中心とした適正なガバナンスに基づき、大学の教育研究や附属学校等の教育目標を達成
し、健全な経営を引き続き維持するため、各部署との意思疎通を充分に図り、学校法人内のコンセ
ンサスの形成に努め、機能的な管理運営を行う。 
［令和８年度事業計画］ 

私立学校法、学校教育法等の関係法規並びに寄附行為を遵守して、ガバナンスの改善や経営の強
化に取り組む。意思決定の透明性と意思疎通を十分に図るために幅広い構成員からなる定例役員
会、所属長会議や事務会議を定期的に開催し、緊急性のある案件や重要案件等の審議を行う。 

 
（２）組織及び定員の見直し 

［中期計画］ 
  教育の社会的ニーズや研究の進展を適正に評価し、教育研究組織や附属学校等の望ましい在り方
を検討し、必要に応じて再編等を行う。併せて、学生等の定員についても中・長期的な展望を踏ま
えた見直しを行う。 
［令和８年度事業計画］ 

研究の進展や社会的要請等を分析・評価し、組織の再編等を検討する。併せて、効率的・効果的
な法人運営を進めるため、引き続き適正な定員管理を行う。 

 
（３）人事管理の改善 

［中期計画］ 
１）採用 

教員の採用は公募制を原則として、国内外の優秀な人材を確保する。また、教員以外の職員の
採用については競争的試験の採用を原則とする。ただし、高度かつ専門的な能力を有する者を採
用する場合は柔軟な方法により人材を確保する。 

２）異動 
職員の人事異動については、各職員がその能力を遺憾なく発揮することにより組織が活性化さ

れるよう、適材・適所に配置する。 
３）育成 

①各職階に求められる役割に的確に対応した人材育成を計画的に行うとともに、すべての職員が
人材育成の主役として部下・後輩の育成を行うように促す 

②事務職員のコンプライアンス意識の向上、専門的能力及び資質の向上を図るため、学内におけ
るSD・FD研修の充実と学外の各種研修会への積極的な参加を図る。 

③中・長期的視点に立った女性職員の育成計画を策定し、女性の活躍推進に向けた取組に努める。 
［令和８年度事業計画］ 
➀採用 

優秀な人材の確保に向けた募集・採用を適切に実施する。高度かつ専門的な能力を有する者
を採用する場合は柔軟な方法により人材を確保する。  

➁異動 
人事異動が停滞を招かぬようモチベーションの向上と組織の活性化につながる異動を実施
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する。 
➂育成 

初任者を中心とした若手職員の研修を引き続き実施し、中堅職員や管理職の研修内容の充実
も図る。 

 
（４）監査の充実 

［中期計画］ 
  学校法人の健全経営とコンプライアンスを堅持し、ガバナンス力を強化するため、内部監査を計
画的に実施するとともに、会計監査人との連携をもとに、監事監査を支える体制を強化する。 

［令和８年度事業計画］ 
➀私学法改正に伴う、監事と会計監査人の連携や監査機能の充実・強化をはかる。 
➁内部監査については、予算執行上の関連規程等を理解し的確な監査を実施することにより、学園全体の事

務の改善に寄与する。 
③監事監査については、監事会を開催し、令和 8 年度監事監査計画に基づいた監査を実施し、教学面を含め

た業務監査を充実する。 
④監事は、監査業務に係る職務の重要性の認識や専門性の向上に資するため、文部科学省主催の学

校法人監事研修会(オンデマンド)を聴講する。 

 
２ 事務等の効率化・合理化 

［中期計画］ 
  法人・大学・附属学校等の運営、その他教育研究活動に必要な事務を効率的・合理的に行えるよ
う改善するとともに、必要に応じて事務体制の見直しを行う。また、事務（業務）の効率化の観点
から、教職員を対象としたイントラネットの構築などを検討し、学内における連絡等の簡素化・迅
速化を図る。 

［令和８年度事業計画］ 
 ・事務会議の充実により、効率的な運営が行えるよう取り組む。    

・グループウェアの整備についても引き続き研究をする。 

 
３ 安全衛生管理 

［中期計画］ 
 1）衛生管理 

労働安全衛生法を踏まえ、教職員及び学生等に対する安全衛生の管理体制の充実に努める。 
併せて、メンタルヘルスを含む包括的な健康支援を行う。 

［令和８年度事業計画］ 
働き方改革に伴う労働時間の管理のあり方について、計画的に①長時間労働の抑制、②年次有給

休暇の取得促進に取り組む。また、保健師及び産業医と連携し、教職員の健康障害の防止に取り組
む。 
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Ⅴ 財務内容の改善に関する計画 
１ 財務基盤の安定化 

［中期計画］ 
健全な経営を維持し、教育研究活動への投資及び施設設備の整備充実を継続するため、経常収支

差額のプラスを維持した予算編成を行う。 
事業活動収入の増加策として、設置校の入学定員の確保による学生生徒等納付金収入の計画的な

確保、寄付金収入や資産運用収入の安定的な確保を行い財務基盤の安定化を図る。 
目標とする財務比率は、①経常収支差額比率(経常収支差額÷経常収入)５％以上、②人件費比率

(人件費÷経常収入)６０％以下、③人件費依存率(人件費÷学生生徒等納付金)９３％以下とする。 

［令和８年度事業計画］ 
少子化の進行や、18 歳人口の減少に伴い、入学者数が少なくなる事による学生生徒等納付金や補助金収

入の減少など、厳しい状況に直面していることから、財政基盤の安定化を図るため、令和６年 12 月 12 日の理
事会・評議員会で了承された「学校法人別府大学経営改善戦略 2029」に基づき、実行管理体制を中心に、
学校ごとに改善計画を策定する。 
目標とする財務比率を達成するよう、次項目以下の取り組みを実施していく。 

【指標説明】 
➀経常収支差額比率=経常収支差額÷経常収入 (高いほど収支バランスが安定している) 
➁人件費比率=人件費÷経常費収入（低いほど経常収支が良好な状態である） 
➂人件費依存率=人件費÷学生生徒等納付金（人件費は学生生徒等納付金で賄える範囲内に収まっ

ていることが理想） 

 
２ 外部資金等の確保 
（１）外部資金及び寄付金等 

［中期計画］ 
１）補助金等 

①経常費補助金の構成要素等を調査・分析し、確実な補助金の確保を図る。 
②政策経費や教育研究振興資金を活用して教育研究等への助成を行い、科学研究費助成金等の 

競争的資金の獲得につなげる。また、受託研究や産学官連携研究等を推進することにより外 
部資金を確保する。 

③施設設備を中長期的な視点で整備するため、役員会等での検討を踏まえ、私立学校施設設備 
費補助金等も活用することにより設備整備を図る。 

④同窓会との連携や寄付金制度の見直し及び寄付者に対する減税措置や学校法人別府大学寄付 
サイトの周知等により教育研究振興資金等の積極的な確保を図る。 

［令和８年度事業計画］ 
①外部資金の前年度を上回る獲得を目指す。 
➁寄付金の増額に向け次のような取組を行い、寄付文化の醸成を図る。 
・幹部職員による企業、団体等への依頼を行うなど、全学的に取り組む。 
・募金趣意書に寄付サイトの QR コードを印字し、寄付サイトによる寄付を促進する。 
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（２）その他の自己収入 
［中期計画］ 
１）資金運用は､資産運用規程に基づき流動性・安全性を勘案し､運用に関する情報を精査・分析

して確実且つ慎重に運用する。 
２）施設の有効活用及び地域への貢献の観点から、休日等における教室等の開放を積極的に行う。 

［令和８年度事業計画］ 
①資金運用可能額の範囲で、仕組債や一任運用以外の、リスクの少ない運用を検討する。 
②資金運用については、資産運用規程に基づいて、資金運用委員会での協議を行うなど透明性や適

切性の高い意思決定手続を行う。 

 
３ 資金の有効活用 
（１）機動的・戦略的な資金配分 

［中期計画］ 
  各事業に計画性を持たせ優先順位を付けることにより予算の効率化を図る。学校法人独自の政策
経費等を大学等が重点的に取り組む事項に配分し､将来の各種教育研究助成の獲得などへつなげる
ための戦略的･効率的な資源配分を実施する。 

［令和８年度事業計画］ 
①優先順位を考慮した効率的な予算の編成に努める。 
②学生・生徒等が安全で安心して学園生活が送られるよう、限られた予算の中で優先度を十分に勘

案し、校舎等の改修・改築工事や快適で機能的な学習空間を作るための施設整備を行う。また、
補助事業の獲得により大型の教育研究設備の整備にも取り組む。 

 
（２）経費の削減 

［中期計画］ 
１）人件費の抑制 

適切な人事管理のもとに、処遇の改善を図りつつ、可能な限り総人件費を抑制することにより
人件費比率の目標を達成する。 

２）人件費以外の経費の削減 
経費削減を積極的に行うため、維持管理経費に関する契約の見直しを行うとともに、エネルギ
ー消費量の抑制に努める。 

［令和８年度事業計画］ 
１）人件費の抑制 

計画的な定員管理に基づき、定員の適正化を図る。 
２）人件費以外の経費の削減 

①電気代を始めとしたエネルギー価格の高騰が見込まれる中、より一層の経費削減に努める。 
②引き続き、デマンド監視などにより、使用電力量の抑制に努めるとともに省エネ意識の向上

を図る。 
③引き続き、契約事務取扱細則により、契約事務を適正に実施する。 
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４ 借入金及び債券等 
［中期計画］ 

  校舎等の整備はできる限り自己資金によることとし、短期及び長期の借入並びに学校債の発行 
は行わない。 

［令和８年度事業計画］ 
➀短期借入金の計画はない。 
➁長期借入金及び債券発行の計画はない。 

 
Ⅵ 施設・設備に関する計画 

１ キャンパス環境の整備 
［中期計画］ 

キャンパス環境の整備においては、教育研究環境の向上に十分配慮するとともに、防災機能の強
化、バリアフリー対策、セキュリティ対策、環境に配慮した施設整備に取り組む。 

また、教育研究設備を中長期的な視点で整備・更新するため、教育研究設備整備費補助金等も活
用することにより整備を図る。 

［令和８年度事業計画］ 
①附属図書館正面玄関にスロープを設置し、車椅子利用者に対応した改善を図る。 
②明豊野球場に投球練習場を設置し、外野に人工芝を敷設して、練習環境の改善を図る。 
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［別紙］ 
 

第 3 期中期計画 重要業績評価指標（KPI） 
 

 
  重要業績評価指標（KPI） 

別府大学 ❶志願者数︓965 人以上 
❷入学者数︓485 人 
❸中途退学率︓3%以下 
❹進路決定率︓100％ 
❺就職率︓100％ 

別府大学短期大学部 ❶志願者数︓280 人以上 
❷入学者数︓265 人 
❸中途退学率︓2.5％以下 
❹進路決定率︓100％ 
❺就職率︓100％ 

明豊高校 ❶志願者数︓1,300 人以上 
❷入学者数︓200 人 
❸希望進路達成率︓100％ 
❹別府大学進学者数︓50 人以上 

明豊中学 ❶志願者数︓100 人以上 
❷入学者数︓60 人 
❸全国学テの平均正答率︓全国値以上 
❹明豊高校進学者数︓40 人以上 

明星小学校 ❶志願者数︓60 人以上 
❷入学者数︓60 人 
❸確かな学力の定着（国語･算数･理科単元末テスト平均） 
  平均 90 点以上（低・中・高学年別に設定） 
❹校種間連携・交流の回数 幼(3)､中高(3)､大短(3) 

学校法人 
 

❶経常収支差額比率 ５％以上 
❷人件費比率 60％以下 
❸人件費依存率 93％以下 



 

 


